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は じ め に
インドネシアが独立後に隼んだ二人の大統領は,性精および政策において対照的であるとす
るのが常識である｡熱弁をふ りまく笹命家スカルノに対 して軍人 ス-ル トは ｢微笑む将軍¶巨ご
あ t),隼命イデオロギーを説 く前大統額に対 して現大統領はイデオロギ-を否定 L r開発Jを
唱え,前者が容共主義であるならば,後者は反共主義であるo Lか しこ:)Lた対照性にもかか
わ らず,両者U)統治スタイルには多 く0)点で連続性があるJ√‖ニ見える｡ こU)小稿は統治スタ
イルの連続性を検討し,インドネシアの統治スタイルの特徴をとらえんとするものである｡
エ リー トの統治観や,政治過程-の対応ぶ りがかいまみ られようL, 統治者の態度が表われて
くるだろ F')｡ それは統治者 と被統治者 との政治的 コミュニケーションの姿でもある｡
スカルノ,ス-ル トの思想, 政策面の研究は比較的多いが,1'過去におけるインドネシアの
統治スタイルの研究はきわめて少ない ｡2' フィースとキ ャッスル (モナシュ大学)は, 1970年
にインドネシアの 政治思想を集成することを試み, 1973年, B.アンダ-ソソ (コ-ネル大
翠)が,その試みは社会上層部の政治思想にかたよ-'ていると批判して,一般人の政治的価値























































二人の大統飯を 比較検討するのであるが, ここでは スカルノ,ス-ル ト両政権を, それぞれ
｢指導民主主義｣時代 (1959--65年),rパンチャ･シ-ラ民主主嵐 ｣時代 (1966-74年)に焦
点をあて,両者がどういう統治シンボルを用いてきたのか, またどういう組織を用いてきたの
か,その特徴を探らんとしている｡ この過程で,毎年8月に行なわれる大統領の独立記念演説

































































































星,バンテン (水牛), パンヤソ樹,鎖の輪, 稲と綿が五原則の象徴となって描かjtている｡
全国浄々滴々の政府役所をはじめ, ホテル,商店, レス トラソ,さては町隅の道標の横などに





る45年憲法とパンチャ･シーラを強調し, 軍部の ｢二重機構 (国防と政治参加)｣を擁護し,
軍部がインドネシア建国精神の正当な後継者であることを 誇示する必要があったのである｡14'
スカルノ時代には 6月1日が ｢パンチャ･シーラの口｣となっていたが,ス-ル トはそれを9
月30日事件を粉砕した10月1日に変更した｡15) ここにもス-ル トが彼の ｢新秩序｣をパンチャ
･シーラに置かんとしている意図が うかがえる｡ またス-ル ト政権Tの国営放送は放送終了時
に ｢パンチャ･シーラの歌｣を流していることでも,そのシンボル性が察せられる｡
Ⅲ 政 策 シ ンボ ル
1. ｢革命｣と ｢開発｣
スカルノとス-ル トは対照的な政策を遂行している｡ しかし両指導者ともその政策をシンボ
ルによって表わし, しかも, さらに重要な点とし, それを スロ-ガン化 (合言葉化) してい



















る｣がこれをいかんなく裏づけている｡16) スカルノ自身, ｢偉大な革命指導者｣とい う称号を
持っていたし,63年 1月に国民治安措置に関する大統領諮問機関を ｢革命指導補佐会議｣ (読
長はスカルノ)と呼んだ｡ またマレ-シア対決政策,国内建設資金としてスカルノは64年政治
基金を設置したが, これには ｢革命基金｣ (DanaRevolusi)とい う名称が与えられていた｡
スカルノの腹心(什 リ､スバンドリオ外相も当時 ｢革命的外交Jを唱えていた｡ 外交も ｢革命
的｣でなけ′狛 fならぬ, としたのである.17)独jif.記念演説では スカルノは 当然のことながら
｢革命｣を頻繁に用いた｡63年には213回にのぼっている｡ さらにこれと併せて,｢闘争｣,｢火｣








ひるがえって,ス-ル 1､は ｢開発｣を旗印に登場 した｡彼の独立記念演説の内容分析がこれ
を如実に措いている.67年以降 ｢革命J,｢闘争｣の頻度が激減し,代わって ｢開発｣,｢経済｣,
｢実行｣などの語の使用数が急増している｡ 多いときには ｢開発｣が140回 (1971年),｢経済｣
が84回 (71年),｢実行｣が75回 (74年)用いられているのである｡ また68年10月に編成された
内閣を ｢開発内閣｣(KabinetPembangunan)と命名したことにも, ｢開発｣をスローガン化
しようとするス-ル ト政権の意欲が読みとることができる｡ さらに68年度に始まった5カ年計





























































い うジャワ人が大統飯であったのに対 して, スマ トラ出身の- ッタを副大統領にしていたのは
典型的均衡人事である｡56年- ッタが副大統領を辞任して以来,スカルノ時代には彼の後継者
となるものは誰 もいなかったのであるが,それを補 う均衡人事 として,スカルノは1959年 7月
スマ トラ出身の ナスチオン陸軍中将を国軍参謀長兼国家治安相に昇格させている｡ ナスチオン





ヤニ将軍の昇格 こそが種族間勢力の均衡策であったと考えたのだとい う推測も成 り立つのであ
る｡ この推測によれば, スカルノは63年11月以降,副首相としてジャワ人のスバンドリオ以外
に非ジャワ人の-イルル ･サ レ- (スマ トラ人)と レイメナ (アソボン人)を任命したので,
勢力均衡をさせるため 軍の実力者として ジャワのヤニ将軍を 昇格させたのだ, とするのであ
る｡





したのは言をまたない｡ しか しナスチオンの任務がいちお う落着 してナスチオンの陰が薄 くな

















ア国民党 (PNI),ナフダ トー ル ･ウラマ党 (NU),イソドネシア共産党 (PKI)によるスカル







下に ｢新秩序｣を誕生させたのであるが, この ｢新秩序｣政策の中には政党活動の制限も入っ
ていた｡しかし70年に入るとス-ル トは三大政治グループによる政治体制を唱えだした｡三大
グル-プとは,(1)軍部の支配するゴルカ-ル (職能団体), (2)国民党その他の民族主義政党に
よる t物質面開発グル-7p", および(3)ナフダ ト-ル ･ウラマ党, インドネシア ･ムス1)ミソ
覚 (通称パルムシ)を中核とする "精神面開発グループ"を指していた.29) これ らのグル-プ
は73年にはゴルカール, インドネシア民主党, 開発統一党と呼ばれるに至った｡ ナサコム体
制の三大政党は1959年12月の政党簡素化令によって制限された10政党のなかの3政党であった
が,ス-ル ト政権下ではすべての国会議員は三つの党のいずれかに属すことになっている｡ こ
の点では三大政党制は ス-ル ト時代のほ うがより徹底している訳である｡30)それを示す例とし
26) ス-ルト政権の軍部内の派閥人事対策については, HaroldCrouch,=The 1`5thJanuaryAffair'in
lndonesia,"DyasonHousePとゆers,I:1(August1974),pp.1-5が洞察ある説明を加えている｡
27) このことはマレー シアにおいても典型的な形相をみせている.与党である連盟党 (AllianceParty)
































呼ばれた 官吏階級が国民党に 入党 していったことがわかる｡81)1955年の 第-回総選挙におい
て,最高得票を得た国民党は,官僚組織の地方末端であるデサ (村落)のルラ (首長)を抱き
込んだので tルラ党"だとさえ呼ばれるほどであった.82)スカルノは1959年以降,社会のあら










































































運動と,腹心による内閣幹部会,最高作戦司令部 (KOTI), 中央情報局 (BPI)などの組織を
新設 して統治効果を上げようとした｡国民戦線 (FrontNasional)とは,1960年9月にスカル
ノ大統餅を 最高責任者としてできた大衆組織で, 指導された民主主義にもとずき, 1959年の
｢政治宣言｣ (Manipol)を遂行するためのもので, ｢物質的にも精神的にも革命勢力の結集
者｣となり, かつ ｢政府とU)協力｣ をすすめんとしたもo)である. タテの組織であり, 9政
党,大衆団体,職能団体を包折している点, さらに活動資金の相当部分を政府が補助している
点でまさに翼賛運動であった｡例えば国民戦線は1962年3月には酉イリアン解放闘争を進める





































40) 一説によると,サレー は,彼自身が ｢指導民主主義｣構想についてスカルノに基本的影響を与えたの
だと主張していた｡Jones,Indonesia,p.434をみよ｡
41) 東南アジア調査会 (編)『インドネシア国軍について』(東南ア･中近東資料 No.180)(1967年1月
6目付),p.1,4をみよ｡
42) KOTOEの最高司令官はスカルノ,副司令官はス/ミンドリれ レイメナ,サレー の3人であった｡







して,大統領補佐官制度 (ASPRI), 国家情報調整本部 ('BAKIN),特別工作班 (OPSUS),
および治安秩序回復作戦司令部 (KOPKAMTIB)があげられる｡
1962年5月,戦略予備軍 (KOSTRAD)の初代司令官に任命されたス-ル トは9月30日事件



















こうした トラブル ･シュ-メ- としての任務は スカルノ時代にもあった｡ スカルノ時代で















が牛耳った中央情報局 (PBI) に対応する立場にある｡48)長官はヨガ･スガマ陸軍准将 (1969
-70年),ス トポ･ユウォノ陸軍少将 (1970-74年1月), (その後再びヨガ･スガマが再任)千
あるが,ヨガ･スガマはSPRIのメンバーであ )ーた｡ついでながら,アリ･ムル トポもBAKIN
の副長官の地位にある｡
SPRIに属していて, のちにス-ル ト大統舘の重 要な職務についている者はこのほかにも多
い｡例えばスダルモ陸軍准将 (1963年当時)は内閣き錆己長 (内閣官房長官に相当)に,アラム
シャ陸軍少将 (1968年当時)は国家書記長に任命された｡ スルヨ陸軍准将 (1968年6月当時)
は財政担当 ASPRIになった｡このように腹心の将校を国家機構の枢要なポス トにつけてきた
ことは,スノ､ル トがいかに既存の国家機構の運営を困難に感じているかを示している｡























































このいずれの説明をとるにしても, スカルノ自身は どこに自己の統治スタイルを 求めたの



















たが,これは ｢8月17日大学｣と脈を通 じさせるものである｡ 日本軍政が組織した3A運動,
プ- トラ (民衆総力結集運動), ジャワ奉公会などの翼賛的大衆組織は, スカルノの国民戦線




















53) 例えば-I-.屋健治 ｢タマン･シスワの研究一初期の活動に関する一考察｣ 『東洋文化研究所紀要』62号
(1974年),pp.161-162を参照｡







もう少し時代を経なければならぬであろ t) ｡ むしろ現時点で重要なのは,統治スタイルからみ





ようにスカルノは, 経済が破綻をきたし, 国民統合が危機に面したとき, 雄弁で 国民をまと
め,自己を国民統令のシンボルとし, ｢革命｣を叫んで革命の成果をたたえる記念事業に力を
入れた｡すなわちそこには個人崇拝と威信事業がすすめられたのであるo すでにス-ル トにも
その傾向はある程産みとめられ, ス-ル トの ｢スカルノ化Jを指摘するものもいるので,それ
について若干の検討をしてみたい.57)
スカルノの個人崇拝の奨励は至る所でみられ,た｡ 彼の主義,政策は ｢スカルノイズムJ,冒
本の賠償金で19年スマ トラのムシ河にかけられたのは ｢スカルノ橋｣, 1962隼の酉イリアソ奪
還記念として同島の最高峰は改名されて ｢スカルノ峰｣,1966年2月 スカルノ擁護のための新




人称である aku を使用しているのも注目に値する｡ ス-ル トは演説の中では akuを用いる
ことはないoLかしスカルノが rブソ･カルノJ という愛称をもらったごとくス-ル トも同様




55) 後藤乾- ｢オ-ストラリアにおけるインドネシア研究一日本軍政との関連で｣ 『人文社会科学研究』
Ⅹ (1974年 1月),pp.89100を参照｡
56) MaynardParker,"JustLikeOldTimes/'NeuJsweek,October28,1974,p.28をみよ｡また Ali







スカルノ (指導尺主主義)時代 ;二歳 畠 義子晶 も























































































































真似た ｢ミニ ･インドネシア｣建設計画がス-ル ト夫人の音頭で提案され,多くの批難を浴び
て中止されているが, これも開発指向の威信事業であった｡58)開発計画の中核である農工業の





を示唆しているように思える｡ しかし同時に二人の性格の違いはス-ル トがそ うした事態にな
っても ｢革命｣を叫びだす公算がないと思える｡ ｢開発｣はス-ル ト政権の正当性根拠である
ので,これを逸脱するのほ困難である｡ ｢パンチャ･シ -ーラ｣と ｢1945年憲法｣などの国民総
合スp-ガンのもとに開発スローガンを新しく創 り出し続けるであろう｡
58) 国立記念塔,西イリアソ解放記念塔,ミニ･インドネシア計画の興味ある解釈としてほ, Anderson,
"NotesonContemporary∫ndonesianPoliticalCommunication,"pp.6ト72をみよ｡
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